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第
五
号
に
関
す
る
お
こ
と
わ
り

去
る
一
月
十
五
日
付
で
発
行
し
た
」
城
東
ま
ち
づ
く
り
通
信

第
五
号
」
は
、
手
違
い
に
よ
り
皆
様
の
お
手
元
に
印
刷
物
を

配
布
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
城
東
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://joto.tsuyam

a255.net/
)

及
び
東
新
町
町
内
会
長
の
主
宰
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ツ

ナ
さ
ん
家
（http://ja4dlf.com

/)

」
の
ま
ち
づ
く
り
の
ペ
ー

ジ
に
は
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
ア

ク
セ
ス
で
き
る
環
境
の
方
は
、
是
非
、
ご
覧
下
さ
い
。

城
東
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
第
九
回
理
事
会

去
る
一
月
七
日
（
月
）
午
後
七
時
か
ら
、
城
東
屋
敷
に
お
い
て
第
九
回
理
事
会
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
十
六
名
で
以
下
の
議
案
に
つ
い
て
報
告
並
び
に
審
議
を

行
い
ま
し
た
。

一

報
告
事
項

津
山
市
都
市
建
設
部
歴
史
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
の
堀
田
室
長
か
ら
、
「
城
東
歴
史

ま
ち
づ
く
り
計
画
（
案
）
の
概
要
」
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
中
身
の
項
目
等

に
つ
い
て
は
左
記
の
通
り
で
す
。

○
計
画
の
名
称

：

城
東
地
区
歴
史
ま
ち
づ
く
り
計
画

○
計
画
主
体

：

津
山
市

○
計
画
期
間

：

平
成
二
十
五
年
四
月
～
平
成
三
十
年
三
月

Ⅰ

計
画
の
目
的
と
範
囲

Ⅱ

地
域
の
課
題
と
対
策

花

Ⅲ

核
施
設
の
設
定
と
整
備

の

①

東
地
区
：
津
山
洋
学
資
料
館
、
箕
作
阮
甫
旧
宅
、

梅

城
東
む
か
し
町
家

蝋

②

中
地
区
：
作
州
城
東
屋
敷
、
だ
ん
じ
り
展
示
館

る

③

西
地
区
：
苅
田
家
町
家
群
、
河
野
美
術
館

げ

Ⅳ

地
区
の
整
備
方
針

告

①

重
伝
建
制
度
活
用
に
よ
る
歴
史
的
町
並
み
の
保
存

を

②

空
き
家
・
空
き
地
の
有
効
活
用

春

③

町
並
み
景
観
の
向
上

早

④

観
光
駐
車
場
の
整
備

二

審
議
事
項

出
席
者
全
員
に
よ
る
、
城
東
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
事
業
計
画
に
関
す
る
問
題
点

と
目
的
・
テ
ー
マ
等
に
つ
い
て
の
討
議
を
実
施
し
、
自
由
な
意
見
発
表
に
よ
り
、
こ

れ
か
ら
の
協
議
会
活
動
に
つ
い
て
の
貴
重
な
提
言
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

本
多
会
長
が
津
山
市
政
功
労
者
と
し
て
受
賞

去
る
二
月
十
一
日
、
本
多
会
長
が
長
年
に
わ
た

る
町
内
会
長
と
し
て
の
市
政
に
関
す
る
貢
献
に
よ

り
、
市
政
功
労
者
と
し
て
津
山
市
長
か
ら
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。
会
長
は
、
城
東

連
合
町
内
会
長
も
兼
務
さ
れ
て

お
り
多
忙
な
毎
日
で
す
が
、
今

後
も
お
体
に
気
を
つ
け
て
御
活

躍
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

御
協
力
の
御
願
い

城
東
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
、

つ
や
ま
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
セ
ン
タ
ー
と
と

も
に
出
雲
街
道
沿
道
の
空
き
家
の
利

用
・
活
用
を
進
め
る
た
め
、
ま
た
、

地
域
に
於
け
る
防
災
・
防
犯
計
画
策

定
の
た
め
の
空
き
家
調
査
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

調
査
は
、
空
き
家
の
持
ち
主
の
方

へ
町
内
会
長
を
通
じ
て
ア
ン
ケ
ー
ト

を
送
り
、
お
答
え
を
頂
く
と
い
う
方

法
を
取
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
、
城
東
連
合
町
内
会
長
と
Ｎ

Ｐ
Ｏ
支
援
セ
ン
タ
ー
の
日
下
さ
ん
が

各
町
内
会
長
の
お
宅
を
訪
問
し
、
ア

ン
ケ
ー
ト
の
依
頼
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
御
願
い
い
た
し
ま
す
。

調
査
項
目
は
、

一

所
有
住
宅
の
管
理
状
況

ア

現
在
の
管
理
状
況

イ

所
有
住
宅
の
管
理
上
困
っ
て

い
る
こ
と

二

所
有
住
宅
の
利
用
・
活
用
意
向

ア

今
後
の
活
用
希
望

お
忙
し
い
と
こ
ろ
、
お
手
数
で
す

が
よ
ろ
し
く
御
願
い
い
た
し
ま
す
。
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城
東
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
第
十
回
理
事
会

去
る
二
月
四
日
（
月
）
午
後
七
時
か
ら
、
城
東
屋
敷
に
お
い

て
第
十
回
理
事
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
二
十
二
名
で

以
下
の
通
り
、
報
告
・
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

一

報
告
事
項

ア

自
主
防
災
・
防
犯
組
織
作
り
に
つ
い
て

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
防
災
防
犯
事
業
部
長
の
大
川
さ
ん

並
び
に
津
山
市
危
機
管
理
室
廣
野
主
査
か
ら
、
津
山
市
に

お
け
る
地
域
防
災
防
犯
組
織
の
設
立
状
況
な
ど
を
資
料
を

参
考
に
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

イ

重
伝
建
審
議
会
に
つ
い
て

歴
史
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
堀
田
室
長
か
ら
、
一
月
二
十

八
日
実
施
さ
れ
た
第
一
回
津
山
市
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
保
存
審
議
会
の
模
様
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
十
二
月
議
会
に
お
い
て
関
係
条
例
が
可
決
さ

れ
た
こ
と
、
今
後
の
事
業
の
予
定
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
い
よ
い
よ
こ
の
事
業
も
本
格
化
し
て
い
く
時
期
を
迎
え

る
事
に
な
り
ま
し
た
。

ウ

空
き
家
調
査
に
つ
い
て

津
山
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
セ
ン
タ
ー
の
日
下
さ
ん
か
ら
、
一
面

に
掲
載
し
た
空
き
家
調
査
に
つ
い
て
の
依
頼
が
あ
り
ま
し

た
。

二

審
議
事
項

前
回
に
引
き
続
き
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
活
動
に
関
す
る
問

題
点
や
課
題
等
に
つ
い
て
参
加
者
の
意
見
を
拝
聴
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
特
に
美
作
大
学
の
学
生
さ
ん
が
五
名
参
加
さ
れ
て
お

り
、
若
者
の
目
か
ら
見
た
問
題
点
等
に
つ
い
て
の
発
言
が
あ
り
ま

し
た
。
主
立
っ
た
意
見
は
、
活
動
の
拠
点
と
な
る
集
会
場
所
の
設

置
に
つ
い
て
の
要
望
や
地
域
の
人
達
と
の
ふ

れ
あ
い
等
に
つ
い
て
の
意
見
が
活
発
に
出
さ

れ
、
我
々
役
員
に
も
大
変
参
考
に
な
り
ま
し

た
。次
回
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
第
十
一
回
理

事
会
は
、
三
月
四
日
に
実
施
す
る
こ
と
に
決

定
し
、
成
果
入
り
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

協
議
会
は
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
皆
さ
ん
の

御
協
力
を
必
要
と
し
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん

の
御
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

「
地
域
支
援
に
つ
い
て
考
え
る
」

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
ま
し
た
。

二
月
十
六
日
午
前
十
時
か
ら
、
津
山

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

実
施
さ
れ
た
「
地
域
支
援
に
つ
い
て
考

え
る
」
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
、
本
多
会
長
以

下
四
名
の
役
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
主
催
者
の
県
の
美

作
県
民
局
協
働
推
進
室
藤
原
主
幹
の
挨

拶
に
始
ま
り
、
島
根
県
中
山
間
地
域
研

究
セ
ン
タ
ー
専
門
研
究
員
の
有
田
昭
一

郎
さ
ん
の
「
地
域
資
源
を
活
用
し
た
地

域
作
り
を
考
え
る
」
と
題
し
た
講
演
と
続
き
、
昼
食
を
挟
ん

で
午
後
は
、
岡
山
県
中
山
間
地
域
振
興
課
総
括
参
事
の
池
田

さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
九
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
地
域
支
援

活
動
の
事
例
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
講
演
・
事
例
発
表
と
も

そ
の
地
域
の
振
興
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
皆
さ

ん
の
話
は
熱
意
に
溢
れ
、
大
い
に
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
地
域
地
域
の
特
徴
に
よ
り
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
こ
の

城
東
地
区
に
適
用
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
元
気
な
皆

さ
ん
の
活
動
を
生
で
聞
い
て
、
と
て
も
有
意
義
な
時
間
を
過

ご
す
と
と
も
に
、
こ
の
城
東
地
区
も
負
け
て
は
い
ら
れ
な
い

な
と
、
改
め
て
気
持
ち
を
引
き
締
め
ま
し
た
。

丹
後
山
の
桜
の
手
入
れ
終
わ
る
。

二
月
十
七
日
（
日
）
午
前
九
時
か
ら
、
城
東
連
合
青
壮

年
会
主
催
の
恒
例
行
事
、
丹
後
山
の
桜
の
手
入
れ
が
本
多

会
長
、
中
島
市
議
も
参
加
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

丹
後
山
の
桜
の
木
は
、
古
木
が
多
く
何
年
か
前
の
大
風

の
被
害
を
受
け
て
か
な
り
痛
ん
で
い
ま
す
。

総
勢
十
七
名
の
メ
ン
バ
ー
は
根
本
に
化
成
肥
料
を
施
し

、
病
気
の
枝
を
切
り
落
と
す
等
、

愛
情
を
持
っ
て
手
入
れ
を
し
ま
し

た
。
こ
れ
で
四
月
の
桜
の
時
期
に

は
、
き
っ
と
綺
麗
な
花
を
咲
か
せ

て
く
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
皆

さ
ん
お
疲
れ
で
し
た
。

編
集
後
記

ひ
な
祭
り
の
時

期
に
な
り
ま
し
た

が
ま
だ
ま
だ
寒
い

日
が
続
い
て
い
ま

す
。
城
東
地
区
の

皆
様
方
に
は
、
益

々
御
健
勝
に
お
過

ご
し
の
こ
と
と
存

じ
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
協

議
会
も
活
動
を
再

開
し
て
一
年
が
経

過
し
よ
う
と
し
て

お
り
ま
す
。
伝
建

制
度
指
定
を
目
前

に
控
え
、
会
長
以

下
、
今
年
は
勝
負

の
年
と
張
り
切
っ

て
お
り
ま
す
。
正

式
に
決
定
す
る
ま

で
に
は
、
幾
多
の

紆
余
曲
折
が
あ
る

こ
と
と
思
い
ま
す

が
役
員
一
同
、
心

を
合
わ
せ
て
頑
張

る
所
存
で
す
。

城
東
地
区
の
皆
様

方
に
は
、
ど
う
ぞ

応
援
よ
ろ
し
く
御

願
い
し
ま
す
。

力
を
合
わ
せ
て
和

気
藹
々
と
暮
ら
せ

る
い
い
町
に
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。


